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毎月 1日・ 16日発行

ー
12 月 8 日、塩田公民館で 「わら細工教室」 カ、聞かれました 。 わら細工研究家の室引と;過失さ んを "lYi~ln に、

縄めない方など北本を留し、ましたが、参加した皆さんは自分のな った縄のできばえに大喜びでし た。

この教室では、来年 1月末まで合計 5回の講座を聞き 、しめ縄、わら馬、宝舟などを作ることに なって

います。

主な内容

12月定例市議会、医療費特別給付金条例 を一本化...… 2・3ページ
市政の発展に尽きれた功績者の皆さんを表彰一一..............4ペー ジ
新装な った報恩寮ー・….........….........................一一…...5ページ
交通渋滞 を考え る③ー・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・…・・・ー・ー ー一一....6・7ページ
昭和57年 を振 り返っ て ー・・・・・…..........一一........一一....8・9ページ
11万市民の家計薄・一一..一-・・・…...........................一.10・11ページ

お年寄 りを敬 う作文、入選作品発表@.........一一.............12ページ
地価調査の関係図書を 閲覧ー・一一一.......一一............…・…一.13ページ
お知 らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ー・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....14・15ページ
グリーンマーク制度で校庭に苗木を・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・.......16ページ

市民と市長の日

毎月 1日に行っています 「市民と市長

の日」を、新年は 1月10日(月)午前9時

から午後4時まで、市役所3階市長室

で行います。

お気軽におでかけください。
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と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
報
恩
寮

が
、
十
一
月
に
大
が
か

0
な
増
改
築
を

、y」

水
の
安
定
供
給
に
努
め
、
使
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
特
段
の
御
理
解
を
お

一
本
化

十
二
月
定
例
市
議
会
が
、
十
二
月
一
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
市
議

会
は
、
十
二
月
十
七
日
ま
で
十
七
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
る
予
定
で
、
六
つ
の

医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
を
一
本
化
す
る
「
上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例

の
制
定
案
」
、
水
道
料
金
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
料
金
の
改
定
を
す
る
「
上
田

市
水
道
条
例
の
一
部
改
正
案
」
、
「
昭
和
五
十
七
年
度
上
田
市
一
般
会
計
補
正
予

算
案
」
な
ど
二
十
八
議
案
が
提
案
・
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
長
提
案
説
明
要
旨

最
近
の
厳
し
い
行
財
政
の
中
で
、
そ

の
運
営
と
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
時

に
あ
た
り
、
市
政
の
運
営
は
容
易
な
ら

ざ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
に
あ

っ
て
、

市
民
の
皆
様
の
御
要
望

に
こ
た
え
る
べ
く
計
画
的
な
事
業
の
推
進

に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

上
回
バ
イ
パ
ス

負
担
の
軽
減
を
園
り
ま
し
た
@
剖
刊
金
算

定
期
間
に
つ
い
て
は
、
変
動
の
激
し
い

経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
長
期
予
測
が

立
ち
が
た
い
実
情
で
す
の
で
、
昭
和
五

上
回
バ
イ
パ
ス
は
、
上
塩
尻
か
ら
広
域

農
道
に
至
る
全
線
が
関
係
者
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
昭
和
六
十
二
年

開
通
に
向
け
て
、
大
き
く
前
進
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
目
下
、
上
塩
尻

地
籍
は
、

こ
の
十
月
か
ら
四
百
五
十
灯

の
工
事
着
工
が
行
わ
れ
、
来
春
に
は
匙

形
が
で
き
あ
が
る
状
況
と
な
り
ま
し
え

秋
和
、
緑
が
丘
西
、
新
団
地
籍
も
、
大

部
分
の
買
収
を
終
え
、
さ
ら
に
山
口
、

住
吉
地
籍
の
買
収
交
渉
に
入
っ
て
い
る

と
こ

ろ
で
す
。
難
航
し
て
い
た
蛇
沢、

生
塚
地
籍
に
つ
い
て
も
、

地
元
関
係
者

の
御
理
解
と
御
協
力
が
い
た
だ
け
る
状

況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
緑
が
丘
北

地
銚
晴
は
、
き
ら
に
詳
岨

L
Aロ
い
φ
t
h
h

川
っ
て

能
な
範
囲
で
計
'五
し
ま
し
た
。

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

*
総
務
費

小

牧

橋

架

橋

小
牧
橋
架
橋
は
、
順
調
に
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
付
道
路
は
、
小

牧
・
国
分
側
の
地
域
皆
様
の
御
協
力
を

得
な
が
ら
、
昭
和
五
十
九
年
開
通
を
目

指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
こ

れ
の
取
付
道
路
と
な
る
小
牧
・
川
辺
町

線
の
道
路
改
良
、
拡
幅
に
つ
い
て
も
、

昭
和
五
十
四
年
に
着
工
し
て
か
ら
、
八

O
%
の
進
ち
よ
く
状
況
で
あ
り
、
千
曲

川
左
岸
地
域
の
環
状
線
道
路
網
と
し
て

昭
和
五
十
九
年
開
通
を
目
指
し
、
鋭
意

工
事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

交
通
渋
滞
の
解
消

朝
夕
の
通
勤
時
の
交
通
渋
滞
は
、
市

役
所
で
の
時
差
通
勤
を
一
つ
の
提
起
と

し
て
、
市
民
の
広
い
御
理
解
と
御
協
力

を
仰
ぎ
、
当
面
の
交
通
渋
滞
解
消
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
で

す
。
時
差
通
勤
は
、
道
路
の
新
設
、
改

良
に
併
せ
て
、
市
民
運
動
と
し
て
の
対

応
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

報
思
寮
が
完
成

近
年
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、

老
人
保
健
制
度
が
来
年
二
月
一
日
か
ら

施
行
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
老

人
の
保
健
は
、
医
療
費
の
保
障
に
か
た

よ
っ
て
い
た
現
行
の
老
人
保
健
医
療
を
、

保
健
事
業
相
互
間
及
び
保
健
サ
ー
ビ
ス

体
7
1
1
レ」
7

ヘト、供リホ骨能町仏町九・束、.喝



第 877号一

一
灯
し
た
健
康
管
理
地
策
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
養
選
老
人
ホ
ー

ム
の
報
恩
寮

が
、
十
一
月
に
大
が
か

O
な
増
改
築
を

完
了
し
、
新
し
く
大
ホ

i
ル
や
寝
た
き

り
老
人
が
入
浴
で
き
る
特
殊
浴
槽
な
ど

を
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暖
房

と
浴
場
は
、
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
採

用
し
て
お
り
、
寝
た
き
り
老
人
を
短
期

的
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
部
屋
も
新

設
し
ま
し
た
。

窓
口
事
務
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化

今
年
の
四
月
、
電
算
機
の
自
己
導
入

利
用
を
開
始
し
、
市
民
税
、
国
民
健
康

保
険
税
、
国
民
年
金
な
ど
の
計
算
業
務

を
処
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
課

な
ど
で
は
、
窓
口
で
の
交
付
事
務
の
時

間
短
縮
と
混
雑
の
解
消
を
図
る
た
め
、

窓
口
卓
務
の
全
面
的
な
オ
ン
ラ
イ
ン
化

を
進
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
効
率

的
な
事
務
処
理
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

だえつー (3)一一一昭和57年12月16日 広報

水
道
料
金
の
改
定

水
道
料
金
の
改
定
は
、
去
る
六
月
市

議
会
で
ゑ
認
さ
れ
た
水
道
料
金
審
議
会

に
、
水
道
事
業
経
営
の
健
全
化
と
料
金

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
水
道
料
金
の

改
定
を
諮
問
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の

た
び
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

答
申
に
基
づ
き
、
水
道
料
金
の
改
定
を

お
願
い
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
今

後
と
も
、
市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
水
道
事
業
の
経
営
の
効
率
化
と

水
の
安
定
供
給
に
努
め
、
使
用
者
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
て
、
特
段
の
御
理
解
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

条
例
の
制
定
・改
正
案

マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例
の

一
部
改
正

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光
一
さ
ん

か
ら
多
額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
基
金
の
増
額
を
図
り
、
寄
付

者
の
御
意
向
に
そ
っ
て
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

今
回
の
御
寄
付
に
よ
り
、
「
点
訳
奉
仕
活

動
等
石
井
基
金
」
は
総
額
三
千
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

マ
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

老
人
保
健
法
が
、
来
年
二
月
一
日
に

施
行
さ
れ
る
の
に
基
づ
き
、
「
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
」
を
設
け
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。

マ
上
田
市
水
道
条
例
の
一
部
改
正

改
正
の
主
な
内
容
は
、
水
道
料
金
審

議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
平
均
三
一
・

八
三
%
の
引
き
上
げ
改
定
を
お
願
い
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
答
申

に
あ
っ
た
付
帯
意
見
を
尊
重
し
、
生
活

保
護
世
帯
及
び
母
子
世
帯
の
皆
さ
ん
が

使
用
す
る
水
道
の
基
本
料
金
は
、
二
分

の
一
と
し
て
、
低
所
得
使
用
者
の
料
金

負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
料
金
算

定
期
間
に
つ
い
て
は
、
変
動
の
激
し
い

経
済
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
長
期
予
測

が

立
ち
が
た
い
実
情
で
す
の
で
、
昭
和
五

十
八
年
四
月
一
日
か
ら
二
か
年
と
し
ま

し
た
。

マ
上
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の

制
定
昭
和
五
十
八
年
二
月
一
日
に
、
老
人

保
健
法
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
法
律
に

よ
り
、
適
用
さ
れ
る
老
人
階
層
と
県
・

市
単
独
事
業
の
上
の
せ
福
祉
に
係
る
暗

層
と
に
不
均
衡
が
生
ず
る
こ
と
と
な
る

の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
制
定
し

た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
老
人

医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
、
乳
幼
児
医

療
費
特
別
給
付
金
条
例
な
ど
六
つ
の
条

例
は
廃
止
さ
れ
、
こ
の
福
祉
医
療
費
給

付
金
条
例
に
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

ー

一
般
会
計

1

補
正
予
算
の
内
容

今
固
め
補
正
額
は
、
三
億
三
千
四
百

八
十
九
万
七
千
円
で
、
補
正
後
の
予
算

総
額
は
、
百
九
十
九
億
八
千
九
百
五
十

四
万
円
と
な
り
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
》

繰
越
金
一
億
五
十
二
万
六
千
円
、
国
庫

支
出
金
七
千
二
百
九
十
五
万
四
千
円
、

市
債
六
千
六
十
万
円
、
市
税
二
千
七
百

八
十
七
万
円
な
ど
、
い
ず
れ
も
収
入
可

《
歳
出
の
主
な
も
の
》

*
総
務
費

清
掃
費
の
配
分
金
六
千
三
百
六
十
三

万
四
千
円
は
、

地
方
交
付
税
の
算
定
の

中
で
清
掃
費
と
し
て
、
上
小
衛
生
施
設

組
合
分
が
上
田
市
に
一
括
交
付
さ
れ
て

い
る
た
め
、
各
構
成
町
村
の
負
担
率
に

応
じ
て
精
算
の
う
え
配
分
し
ま
す
。
こ

の
う
ち
上
田
市
分
が
三
千
七
百
十
五
万

三
千
円
で
、
残
り
二
千
六
百
四
十
八
万

一
千
円
が
町
村
分
と
な
り
ま
す
。

*
民
生
費

老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
る
に
伴
い
、

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
が
新
た
に
設

置
さ
れ
、
こ
の
会
計
へ
の
繰
出
金
千
二

百
三
十
五
万
九
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
生
活
保
護
扶
助
費
、
乳
幼

児
措
置
費
な
ど
の
増
額
、
石
井
光
一
き

ん
の
御
寄
付
に
よ
る
石
井
基
金
の
積
み

立
て
二
百
万
円
、
保
育
所
改
修
工
事
費

な
ど
を
計
上
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

老
人
保
健
法
の
施
行
に
伴
う
健
康
手

帳
の
作
製
費
、
じ
ん
か
い
収
集
委
託
料

の
増
に
よ
る
追
加
計
上
が
あ
り
ま
す
。

*
農
林
水
産
業
費

壮
蚕
飼
育
近
代
化
推
進
事
業
補
助
金

八
百
八
十
六
万
六
千
円
、
特
定
地
域
農

業
振
興
総
合
対
策
一卒
業
補
助
金
四
百
八

十
五
万
六
千
円
が
主
な
も
の
で
、
非
補

助
土
地
改
良
事
業
工
事
費
八
百
八
十
四

万
円
、
市
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金
八

百
万
円
な
ど
も
計
上
し
ま
し
た
。

事
土
木
費

道
路
関
係
で
新
設
改
良
質
五
千
百
万

円
、
維
持
工
事
費
で
二
千
六
百
万
円
、

河
川
用
悪
水
路
関
係
で
は
、
改
修
維
持

に
二
千
万
円
な
ど
増
大
す
る
需
要
に
対

応
す
べ
く
追
加
計
上
し
た
ほ
か
、
県
道

工
事
地
元
負
担
金
二
千
二
百
十
万
円
も

計
上
し
て
あ
り
ま
す
。

*
消
防
費

分
団
所
有
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
老

朽
化
に
伴
い
、
二
台
分
百
万
八
千
円
の

計
上
を
し
ま
し
た
。

*
教
育
費

三
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
る
教
師
用
教

科
書
及
び
指
導
書
の
購
入
費
九
百
九
万

四
千
円
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
の
営
繕

工
事
費
六
百
五
十
四
万
円
、
特
別
教
室

の
机
、
い
す
の
購
入
費
八
百
二
十
万
円
。

文
化
費
で
は
、
上
回
城
跡
内
の
民
家
の

移
転
補
償
費
一
千
十
万
円
を
計
上
し
、

史
跡
内
の
盤
備
を
進
め
ま
す
。

牢
災
害
復
旧
費

台
風
十
号
及
び
十
八
号
に
よ
る
被
去
の

う
ち
、
急
を
要
す
る
も
の
は
、
専
決
処

分
を
も
っ
て
復
旧
に
当
た
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
・
県
の
査
定
に
よ
り
補
助

の
決
定
し
た
も
の
な
ど
を
計
上
し
ま
し

た
が
、
山
林
の
風
倒
木
処
理
に
市
有
林
、

民
有
林
合
わ
せ
て
一
千
四
百
九
十
万
円
、

林
道
の
災
害
復
旧
工
事
費
二
千
百
五
十

万
円
。
こ
の
ほ
か
、
千
曲
川
河
川
敷
グ

ラ
ン
ド
六
面
の
復
旧
工
事
貸
と
し
て
三

千
六
百
万
円
も
計
上
し
ま
し
た
。



市
政
の
発
展
に
尽
さ
れ
た

中
央
四
)
マ
上
原
好
人
さ
ん
(
七
十
二

歳
、
常
国
二
一
)
マ
工
藤
康
邦
さ
ん
(
六

十
九
歳
、
下
之
郷
)
マ
佐
藤
喜
美
子
き

ん
(
六
十
四
歳
、
上
塩
尻
)
マ
塩
沢
寿

輔
さ
ん
(
七
十
四
歳
、
大
湯
)
マ
清
水

き
く
へ
さ
ん
(
六
十
五
歳
、
築
地
)
マ

竹
内
要
さ
ん
(
六
十
六
歳
、
東
前
山
)

マ
竹
内
寿
雄
さ
ん
(
七
十
二
歳
、
上
沢
)

マ
塚
田
武
一
さ
ん
(
六
十
九
歳
、
染
屋
)

マ
土
屋
善
一
郎
き
ん
(
六
十
七
歳
、
長

島
)
マ
中
村
七
郎
き
ん
(
七
十
二
歳
、

中
央
五
)
マ
成
沢
あ
き
か
さ
ん
(
七
十

一
歳
、
緑
が
丘
二
)
マ
丸
山
一
也
さ
ん

(
六
十
五
歳
、
中
央
一
ニ
)
マ
水
出
善
助

さ
ん
(
六
十
七
歳
、
大
手
二
)
マ
水
野

巳
佐
雄
さ
ん
(
六
十
五
歳
、
神
畑
)
マ

母
袋
き
み
よ
さ
ん
(
六
十
九
歳
、
下
塩

尻
)
マ
矢
野
泉
さ
ん
(
九
十
一
歳
、

踏
入
二
)
マ
若
杉
初
巳
さ
ん
(
六
十
五

歳
、
院
内
)

功
績
者
の
皆
さ
ん
を
表
彰

十

一
月
二
十
四
日
、
昭
和
五
十
七
年

度
の
上
田
市
功
拙
者
表
彰
式
が
、
市
役

所
六
階
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
結
者
表
彰
は
、
地
方
自
治
、

教
育
文
化
、
社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な

ど
各
分
野
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
た

皆
さ
ん
を
上
田
市
表
彰
規
則
に
基
づ
い

て
表
彰
申
し
上
げ
る
も
の
で
、
今
年
は

次
の
四
十
九
名
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
長
い
間
、
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し

アニ

地
方
自
治
関
係

十
九
名
・
五
十
音
順

マ
赤
沼
す
み
れ
き
ん
(
六
十
七
歳
、
秋

和
)
マ
石
固
ま
さ
子
さ
ん
(
七
十
歳
、

教
育
・
文
化
関
係

五
名
・
五
十
音
順

マ
飯
島
勇
三
さ
ん
(
六
十
二
歳
、
大
手

ご
マ
今
井
善
治
郎
さ
ん
(
六
十
七
歳
、

緑
が
丘
二
マ
逸
見
治
之
助
さ
ん
(
六

十
六
歳
、
常
田
二
)
マ
増
田
栄
一
き
ん

(
六
十
八
歳
、
上
川
原
柳
町
)
マ
松
高

三
男
さ
ん

(
六
十
八
歳
、
常
田
二

)

，寮

に

あ

る

ー

ホ

!
ム
「
報
恩
寮
」
が
、

二
か
年
に
わ
た

る
増
改
築
工
事
を
終
了
し
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

ぷ
M
j
i
説
明
ヵ

l
i
〈
草
丈
き
り

老
人
用
の
特
殊
浴
槽
も
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
食
堂
・
調
理
室

・
集
会
室
棟
(
鉄

骨
二
階
建
て

)
は
、
一

階
が
食
堂
と
調

マ
一
之
瀬
歳
継
さ
ん
(
六
十
八
歳
、
常

国
二
)
マ
工
藤
栄
之
助
さ
ん
(
六
十
二

歳
、
秋
和
)

産
業
関
係

(
二
十
三
名
・
五
十
音
順
)

マ
赤
羽
友
秋
さ
ん
(
七
十
三
歳
、
小
泉
)

マ
岩
固
定
雄
さ
ん

(
八
十
五
歳
、

三
好

町
)
マ
大
沢
正
さ
ん
(
六
十
八
歳
、

仁
古
田
)
マ
荻
原
雄
さ
ん
(
六
十
九

歳
、
中
央
二
)
マ
金
井
不
二
三
さ
ん
(
六

十
八
歳
、
中
央
東
)
マ
木
藤
山
石
雄
き
ん

(
七
十
五
歳
、
材
木
町
二
)
マ
楠
本
久

太
郎
き
ん
(
六
十
五
歳
、
大
手
二
)
マ

倉
島
幸
さ
ん

(六
十
歳
、
材
木
町
二

マ
栗
俣
て
る
さ
ん
(
六
十
二
歳
、
常
国

一一

)
マ
斉
藤
重
好
さ
ん
(
六
十
九
歳
、

中
組
)
マ
島
尾
一
雄
さ
ん
(
六
十
四
歳
、

中
央
六
)
マ
春
原
出
石
さ
ん
(
六
十
一

歳
、
上
塩
尻
)
マ
春
原
治
雄
さ
ん
(
七

十
歳
、
上
塩
尻
)
マ
関
掛
さ
ん
(
六

十
三
歳
、
中
央
一
ニ
)
マ
関
久
之
助
さ

ん
(
六
十
三
歳
、
石
神
)
マ
恒
川
一
泊

さ
ん
(
七
十
二
歳
、
中
央
一
二
)

h
v

西
沢

卯
三
郎
さ
ん
(
六
十
六
歳
、
常
国
二
)

マ
西
沢
文
雄
さ
ん
(
七
十
歳
、
上
室
賀
)

マ
橋
本
千
春
さ
ん

(六
十
歳
、
常
磐
城

一一

)
マ
深
町
岩
雄
き
ん

(
七
十
歳
、
中

央
五
)
マ
増
田
誠
一
き
ん

(七
十
三
歳
、

小
泉
)
マ
丸
山
茂
雄
さ
ん
(
七
十
歳、

中
央
四
)
マ
柳
沢
保
美
き
ん
へ
六
十
四

免
債
判
、

J
千
ヘ
同
献
降
、
」



第 877号ー

そ
れ
に
浴
槽
が
上
下
に
動
く
寝
た
き
り

老
人
用
の
特
殊
浴
槽
も
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
食
堂
・
調
理
室
・
集
会
室
様
(
鉄

骨
二
階
建
て
)
は
、
一
階
い
か
食
堂
と
調

理
室
、
二
階
が
ス
テ
ー
ジ
も
あ
る
集
会

室
、
応
接
室
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
人
部
屋
か
ら
二
人
部
屋
に
な

っ
た
居
室
棟
(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
)
は
、
十
三
部
屋
が
新
し
く
な

り
、
従
来
の
居
室
と
合
わ
せ
て
部
屋
数

は
全
部
で
五
十
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
増
改
築
で
は
、
太
陽
熱
利
用

の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
、

ふ
ろ
場
、
調
理
室
な
ど
の
お
湯
や
床
嘘

房
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

新装なった報恩寮

念
升
地
籍
に
あ
る
市
の
養
護
老
人
ホ

ー
ム

「報
恩
寮
」
が
、
二
か
年
に
わ
た

る
増
改
築
工
事
を
終
了
し
、
こ
の
ほ
ど

完
成
し
ま
し
た
。

新
し
く
な

っ
た

の
は
、
管
理
棟
、
食

堂
・
調
理
室
・集
会
室
棟
、
居
室
陳
で
、

合
わ
せ
て
約
一
千
七
百
平
方

μ
。
総
事

業
費
は
、
約
四
億
円
で
し
た
。

こ
れ
ま

で
の
報
思
寮
は
、
昭
和
三
十

一
年
に
建

設
さ
れ
た
木
造
平
屋
建
て
の
老
朽
化
し

た
建
物
で
し
た
が
、
こ
れ
で
ホ

l
ム
全

体
の
三
分
の
二
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

管
理
棟
(
鉄
骨
二
階
建
て
)
に
は
、

事
務
室
、
寮
母
室
、
静
養
室
、
寝
た
き

り
老
人
を
保
護
す
る
一
時
預
か
り
室
、

一
く

わ

観

-F
s-

一
動

変

外

6
t

一
に

れ

の

、

一
下

ま

寮

一
上

槽

生

恩

一
が

浴

〈

報

一
槽

殊

し

た

-

浴

特

新

つ

-

d
司

V

太陽熱も利用して

fごえつ一 (5)一一一昭和57年12月16日 広報

社
会
関
係へ

』
』
今
匂
・
干
且

4
1
4廷
闘
肱
問
問
」

小
泉
)
マ
丸
山
茂
雄
さ
ん
(
七
十
琉
、

中
央
四
)
マ
柳
沢
保
美
さ
ん
へ
六
十
四

品
凧
、
十
ヘ
臨
時
『
)

不用晶の奈換で

むだのない生活を/

生活環境課では、不用品の紺介 ・

あっせんをしています。

お気軽に御利用下さい。

( 12月8日現花)

ゆずります 〈イjjー望1削他〉 ゆずってください

コンビラ ック 2，000円 ベビーふとん

ホ ソトフレート 3 [lIlf叱JTJ 3，500円 すべり台

50ccノ〈イク l年i止川 30，000円 カラーテレビ

ii'(lt物防 5，000円 電子レンジ

ンヨール 5，000円 厄踏ミシン
腰持|、 3人uト 5，000円 冷凍冷蔵庫

8ミリカメラ lluH1:件l 40，000円 シンクルベ y ド

エレクトーン 50，000円 二段ベ yド
木喜子 無料 下駄箱

紺Iの荷物 5，000円 ぶら下がり健康器
似リこたつ l年i止III 5，000円 石油ストープ
食堂用{-似い、す 無料 事務机

食卓テーフル いす4つH 15.000円 応接セ ット

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 カーペ y ト

どんなものでも登録しましょう。 スケート靴

不用品登録情 報(主なもの)

。ゆずりたい品物、ゆすってほしい品物がありましたら、生活環
境課生活{系 (宮⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
。紹介後のトラフソレなどについては、 責任を負いかねますので御
了承ください。
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突
通
渋
滞
を
考
え
る
⑧

意
識
調

査
か
ら

渋
滞
の
解
消
方
法
を
探
る
⑧

重復回答めた

p従業員30人
得た回答結果

、
以

た

の

は

人

得

ま

附

し

叩

ら

ω
日

比

扱

h
J

日

5

四川
島

ん

お

た

品

業

時

-
-h
ドい

左岸地区からは、オートパイ・自転車で通勤通学する人が多い(上田橋で)

シ
リ
ー
ズ
「
交
通
渋
滞
を
考
え
る
」
で
は
、
い
ま
ま
で
「
交
通
渋
滞
の
実
態

調
査
」
と
「
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
の
意
識
調
査
」
の
結
果
を
、
二
回
に
わ
た
り
掲

載
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
調
査
か
ら
、
交
通
渋
滞
は
通
勤
・
通
学
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
。
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
も
、
何
ら
か
の
対
策
を
望

ん
で
い
る
こ
と
。
そ
れ
に
、
市
民
み
ん
な
が
協
力
し
合
え
ば
解
決
の
方
法
が
見

い
だ
せ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

今
回
と
次
回
で
は
、
二
回
の
予
定
で
「
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
の
意
識
調
査
」
か

ら
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
が
望
ん
で
い
る
、
あ
る
い
は
協
力
を
示
し
て
い
る
交
通

渋
滞
の
解
消
方
法
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
(
こ
れ
に
は
、
上

小
地
方
事
務
所
が
実
施
し
た
事
業
所
の
「
交
通
渋
滞
意
識
調
査
」
の
結
果
も
加

え
ら
れ
て
い
ま
す
)

現
状
道
路
網
の
中
で
交
通
渋
滞
を
解

消
す
る
に
は
、
大
き
く
わ
け
で
二
通
り

の
方
法
か
あ
り
ま
す
。
一

つ
は
集
中
す

る
総
車
両
を
時
間
内
に
分
散
さ
せ
る
方

法

(
時
差
出
勤
な
ど
)。

も
う

一
つ

は、

集
中
す
る
総
車
両
を
減
少
さ
せ
る
方
法

(
ノ
l
カ
1

運
動
や
他
の
交
通
機
関
へ

の
乗
り
替
え
な
ど
)
で
す
。

し

か

し

ど

ち

ら
か

一
つ
の
方
法
で

は
、
居
住
環
境
や
労
働
条
件
な
ど
に
よ

り
協
力
で
き
な
い
人
も
現
れ
ま
す
。
こ

の
両
方
を
か
み
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
件
に
合

っ
た
方
法
を
選
択
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
と
次
回
で
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤

者
及
び
事
業
所
が
協
力
を
示
し
た
交
通

渋
滞
の
解
消
方
法
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の

一
項
目
ず
つ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

近
距
離
マ
イ
カ
ー
の
減
少

ノ、

• 
電
車
の
利
用
を

ス

ク
、
自
転
車
の
利
用
を
市
民
運
勧
化
し

て
行
〈
」

こ
の
方
法
に
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者

意
識
調
査
で
二
千
二
百
六
人
中
、
九
百

十
四
人
、
四

一
・
四
%
の
人
が
協
力
を

示
し
ま
し
た
。
上
小
地
方
事
務
所
の
事

業
所
調
査
で
は
、
百
六
十
八
社
中
、
百

三
十
九
社
、
八
二

・
七
%
の
事
業
所
が

協
力
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
(
別
図

1
)

で
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
し
て
い
る
人

で、

比
較
的
近
距
離
と
思
わ
れ
る
人
は

ど
の
く
ら
い
い
る
の
で
し
ょ
う
。

マ
イ

カ
ー
通
勤
者
意
識
調
査
で
は
、
三

0
・

六
%
、
六
百
七
十
六
人

(
二
千
二
百
六

人
中
)
が
六
回
未
満
の
マ
イ
カ
ー
通
勤

者
で
し
た
。
(
別
図

2
)

ま
た
、

二
輪
車

(
含
自
転
車
)
を
利

用
し
て
い
る
人
は
、
通
過
交
通
量
調
査

で
総
車
両
一
万
四
千
三
百
五
十
台
中
、

二
千
三
百
三
十
八
台
、
二
ハ

・
三

%
と

二
割
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
事
業
所
調

査
で
は
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
、
徒
歩
で

通
勤
し
て
い
る
人
は
、
総
従
業
員
数

一

万
七
千
七
百
三
人
中
、
五
千
二
百
十
八

人、

二
九
・
五
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(
別
図

3
)

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で

協
力
を
示
し
た
割
り
に
は
、
バ

イ
ク、

自
転
車
な
ど
の
利
用
者
が
少
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
交
通
渋
滞
の
解
消

に
は
、
近
距
維
で
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
も
、
~
つ
め
ト
乃
注
と

し
て
者
，
A
A
U
N
U輸
苛
体
吐

4と
h
l
L
司
、
け
ま
す

0
・
九
%
、
六
百
八
十
J

人

(
同

)。水

い
で
「
通
勤
に
利
用
で
き
る
新
パ
ス
路

線
が
で
き
た
ら
」
が
二
同

-
h
n
v
、
五



?;j; 877号~

①交通渋滞解消方法協力者(事業所)数の%は、 'Tit~回答のた
め100%にはなりません。

②地方事務所め「事業所意識調査」は、上小地区の従業A員30人

以上の事業所228キ土を対象に実施 、168社から叫た幽答結果

です。(回答率73.7%)

③上田市交通渋滞対策会議の「マ イカ一通勤者立ぷ調査JI立、

市内塩尻、市街地、神科、神川 4地区内の従業.w数30人以

上 、183社の従業員2，857人を対象に実施、 2，206人から得た

回答結果です。(回答率77.2%)

④ 「通過交通量調査」は、市が 6月21日(JJ)から 6n 26日(J)まて
の 6日間実施。今回の説明には、土s7，}日を|徐いた 5日間の

平均数値を用いました。

「交通渋滞解消方法」説明の注意

だえつー (7)一一一一 fJI'4fU57年12月16日 広報

e盟E・7イカーでの通勤距離は片道何同省
無回答 2人 0.1% 2km未満 60人 2.7 % 

10-15km升とI前

633人

28.7% 

近距離マイカ一通勤を原則的に祭止し、

他 の交通機関及びノ〈イク、自転車の利用

を市民運動化して行〈。

[>マイカ一通勤者協力数
500人 1000人

EZ:114AMiユヲー了貌
[> :J:~業所協力数

5貯1: 10，0什 150社 168社

協級協鋭;飢~y物勿物 | 

「
1500人
i 

.J'~I. 6 -10km未満

531人

24.1% 

@鹿，
①総車両数に占めるこt倫車の

割合(通過交通-:il制公)

②通勤方法別の割合

(事業所調}t)

ノミ

• 
電
車
の
利
用
を

ス

「
パ
ス
や
電
車
を
も
っ
と
便
利
に
し

て
、
通
勤
、
通
学
に
利
用
す
る
」

こ
の
方
法
に
は
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
者

二
千
二
百
六
人
中
、
八
百
三
十
六
人
、

三
七

・
九
%
の
人
が
協
力
を
示
し
、
事

業
所
で
は
百
六
十
八
社
中
、
百
十
六
社
、

六
九
%
の
事
業
所
が
協
力
で
き
る
と
し

て
い
ま
す。

(
別
図

4
)
ま
た
、

現
在
の

パ
ス
、
電
車
の
運
行
状
況
で
も
、
マ
イ

カ
ー
か
ら
パ
ス
、
電
車
に
移
行
で
き
る

364人|孟l欽・私鉄

と
し
た
人
が
、
二
千
二
百
六
人
中
、
一

千
二
十
八
人
、
四
六
・
六
%
い
ま
す
。

で
は
、
便
利
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

人
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

一
番
多
い
の
は
、
「
通
勤
、
帰
宅
時
の

パ
ス
、
屯
単
の
増
発
」
で
、

四
三
・
五

%
、
九
百
五
十
九
人
(
二
千
二
百
六
人

中
)
の
人
が
望
ん
で
い
ま
す
。
二
番
に

は
「
マ
イ
カ
ー
よ
り
パ
ス
、
一
定
車
の
方

「
山「l

但部品評?をもっと聞こして通勤通学に

t〉マイカ一通勤者協力数

物:~I~K::(E;:i%J;物
t〉事業所IhlJカ数

級協級友鉱級協後物多須

1500人

.'~4' 公共交通機関への移行条件ベスト 5

に
は
、
近
距
離
で
の
マ
イ
カ
ー
通
勤
を

減
少
さ
せ
る
こ
と
も
、
一
つ
め
か
法
と

し
て
考
え
る
必
要
性
を
示
し
て
い
ま
す

が
早
〈
勤
務
地
へ
着
け
た

0
・
九
%
、
六
百
八
十
一
人
(
同
)
。
次

い
で
「
通
勤
に
利
用
で
き
る
新
パ
ス
路

線
が
で
き
た
ら
」
が
二
四
・
五
%
、
五

百
四
十
人
(
同
)
。
「
終
バ
ス
、
電
車
が

も
っ
と
遅
く
ま
で
運
行
し
て
く
れ
た
ら
」

が
一
七

・
一
%
、
三
百
七
十
七
人
(
同
)

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(
別
図
5
)

こ
の
こ
と
か
ら
、
か
な
り
の
マ
イ
カ
ー

通
勤
者
、
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
、
朝
夕

の
増
発
、
定
時
運
行
、
新
路
線
開
発
、

終
バ
ス

・
電
車
の
時
間
延
長
な
ど
、
公

共
交
通
機
関
が
利
用
し
や
す
く
な
る
こ

と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

人

2.，"イカーより、パス、屯司王の
1jが♀〈勤務I也へ着けたら

3.通勤に利用てきる新パス路線
ヵ、できたら

4.段終のパス、1lt'ji.がもっと遅
くまで運行してくれたら

5.憾料代などかi匂くな勺て、パ
ス、電車を利用した方が安く
なったら

1.通勤、帰宅時にパス、電車が
I明発され便利になったら
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d

司
永
野
さ
ん
が
市
長
に
初
当
選

(
3
月
勾
日
)

打
井
前
市
長
め
八
腕
と
し
て
、
市
政
の
推
進
に
努
め
て
き
た
前
助
役
の

水
野
裕
れ
さ
ん
が
、
市
長
に
初
当
選
。

hv
石
井
市
長
が
急
逝

(
2
月
4
日
)

.れ
什げ

以
山
長
は
、
昭
和
刊
年
日
月
、
上
回
市
長
に
初
当
選
。
以
米
、
市
政

一
筋
に
川
力
的
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
だ
け
に
、
突
然
の
托
は
大
変
惜
し

ま
れ
ま
す
。

メ
」
ーヴ
l
n・J
f

内

unνwυ
ur
 

V
暴
力
追
放
住
民
総
決
起
大
会
を
開
催

(
6
月
日
日
)

5
月
下
旬
、
市
内
で
起
き
た
一
連
の
暴
力
団
抗
争
事
件
に
対
し
て
、

市
民
の
恭
力
追
政
へ
の
強
い
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

~ 9日)
間山ろく広

より 、上回

ました。

月 1日)
の想定で、

Sげ時間I，()“.lJJUUUII刷出IIJIUUIl制湖叫

企東塩田保育園が完成 (4月2日)

トンガリ帽子の時計台。モタンな束嵐田保育凶か

下之郷地籍に完成し、117名の困児が元気に入仰|しま

した。



と
田
市
で
の
主
な
で
き
ご
と

め 877日一

企浅間山ろく広域農道が部分開通

( 7月9日)
上田市 軽井沢問、約27kmを結ぶ「法/:¥J山ろく広
域農道」の上田市関係分カ、完成。 これにより、 上田

市から東部町までの約10kmが部分同通しました。

s 
~ -

だえつ

4

司
降
ひ
ょ
う
、
台
風
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

(
5
月
1
9
月
)

今
年
は
、
昨
ひ
ょ
う
が

4
回
(5
川
お
目
、
6
月
日
・
幻
目
、

8
月
8
日
)
、

台
胤
が
刊
号
(8
月
1
日
u
H
写
真
)
、
問
号
(9
月
ロ
日
)
と
2
回
も
あ
り
、
民

作
物
の
被
害
は

8
借

5
千
万
円
に
達
し
ま
し
た
。

ー (9)一一一一 昭和57年12刈16日 広報

A地震に備えて総合防災訓練 (9月1日)

「午前6時にi足度6の大地長が発生」の泣!定で、

塩田地区を中心に市内全域で笑地。
企南小学校が着工 (10月8日)

II?i千[159年 4}jl件付文を 目指す南小学校の工事着工が、

中之条の建設予定地で行われました。

企住民票発行事務をオンライン化

(10月19日)
市民課の住民来発行~1 '~;r~ヵ、オ ンライノ化され、仕
上己f去の11日lJ.f発hができるようになりました

「真固まつり」が盛大に(11月20日)

オミ年は 1:111きた.9;1(400年円にあたり、そのFiii年祭も派

ねて「丸山まつり」が復活。

企
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11万市民の家計簿

えつ広報

民ね民ね侭B~B~B~B~日仔百点字~~?!~.弘界引侭写J h(勾侭お民ね民ね民右民お
~主1r凶~~瞥'"曲飴凶蓋世~I淘泊脳陣値制民~~~也ザダ臨温伯~~よ1~~
悶同氏蒲~事四番也事 II ね l跡事監，1置置iT??「
ωω~~ïI竃童図司(:1i.LLIdAiB軍司盟副留置付 ~~ì""
問問点頬轍矧期耕罵;害鴨腐葉品説型聖習期i[日記日記
也主1r立主1rヱど)~i1~主H主主q也記也記己記 F土土ir土ミタ己記白土l~B~B f1B f1B包主吋幻

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財

政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に

財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
上
半
期

(
五
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
周
年
九
月

三
十
日

)
の
財
政
状
況
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ご
理

解

t
e悼
の
て
(
だ
き
る
よ
、
7
お
願
い
し

一般会計上半期収支状況 (fllH1l57年 9) J 30 H JJl. {I ) 

千キ 目 予 算 鋭i 支 出漁古ti 執行本

民 生 言質 431窓4，543万4千円 191~3 ， 100万8千円
。。
44.4 

教 育
ーfr 281窓7，283万6千円 131窓 398万8千円 45.4 

幾林水産業費 251.r!.3，606万6千円 41.~4 ， 846万7千円 17.7 

土 木 'I!t 251Q:2，469万8千円 61意1，364万円 24.3 

総 奇話 'I!t 191.古1，887万6千円 91!古9，601万6千円 51. 9 

日華 工 'I!t 151!古3，833万9千円 131意1，260万3千問 85.3 

ム，、-: イ貨 'I!t 141意5，338万9千円 61意7，858万3千円 46.7 

1街 生 .I!t 10億1，367万7千円 51!百1，467万円 50.8 

i両 防 3鐙 5 1.~ 9 ， 491万2千円 21~8 ， 051万8千円 47.2 

労 館方 'I!t 21在9，411万3千円 11意6，954万6千円 57.6 

議 ~斗ミ '伎 2m2，803万5千円 11意1，190万8千円 49.1 

災害復旧'tf 6，781万6千円 l万2千円 0.0 

予 イ楕 'l堂 500万円 。 。。
ぷC入3 5十 1931.'a9，319万1千円 831怠6，095万9千円 43.1 

※繰越金の収入済額には、 56年度繰越明許分を含む。

歳出歳入

(一
予 n 古買 収 入済制 収入率

831芯3，599万5千円 431窓 819万7千円
% 

51. 7 

231.i!'6，233万3千円 91~8 ， 648万5干問 41. 8 

l'方交付税 191芯2，000万肉 12m2，728万4千円 63.9 

{武 15m2，740万同 。 。。
li 収 人 141iI:7，673万l千円 6，763万5千円 4.6 
十一一一ー一一一
ほ担金且ぴ負制l金 131.M，119万l千円 2 I.'a 4 ，872万4千円 18.5 

l'支出金 91.iI:9，108万5千円 9，110万7千円 9.2 

!i 入 金 51在5，331万6千円 331万6千円 0.6 

I~ 方。長与税 2f.r!.3，OOO万円 5，684万9千円 24.7 

L11用-料且ひ手数料 2f.i!:2，588万7千円 Jf.~2 ， 777万4千円 56.6 

lij産収入 1f意5，827万5千円 8，202万4千円 51.8 

I~鯨取得税交付金 1f窓3，000万円 5，394万9千円 41. 5 
トー一一ー一一
11 自由 金 11.i!:2，OOO万円 2m:3，280万6千円 194.0 
ト一一一一

貯 金:

1，499万7千円 。 。。
598万l千円 。 。。

も J十 1931Q:9，319万1千円 741意8，615万円 37.5 、、

公営企業会計上半期収支状況 (昭和問 9)J 30州 1:)

収益的収支 資本的収支

収 入済額

水

3，125万5千円

。241万7千円

101，百7，259万問

9 1.~1 ， 468万7千円

560万3千円

算額

算 官員

予

予

農業共済事業

業

業

農業共済事業

業

業

名

名

事

事

事

事

収入

企業

院

道

院

道

産

水

産

353万4千円

1ft 622万7千円

4j~ 4 ， 879万4干同

442万1千円

11意 373万5千同

4 I.e: 7 ，854万8千円

収入済額

支出前額

1，286万3千同

2億1，537万8千円

9{主3，594万3千問

1，286万3下問

算額

t):古H

予

予
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教育費

南小学校の新設、市営野球場

(写真) ・西庭球場の夜間照明

施設の新設などに力が注がれま

した。

土木費

~--司・・E胴-園開-­

小牧川辺町線の新設(写真)、

市営住宅の建設、都市公園の整

備などに力が注がれました。

農林水産業費

小牧橋の架橋(写真)、長池悠

備事業工事などにカが注がれま

した。

特別会計上半期収支状況

71 
3い』白

基::;.c

コi55r"
通O::.:~う
コロコヨ
'0己己
臨:つヨ
長特C

w:".....;[ 

コヒつで
コC己F
コ亡。
コGCo己
~Ç"" 

童基)C

コCD4
コ0:::'0
コCJD'J
:JODO 
..菖ヲ「

h説 JC

Eヨ!'C
コロDr
[)ODODC 
DCJDCJDC 
DODODO 

歳入
(昭和57年91]30日現在)

-積立金 -有価証券
ぷZ当"、 計 名 予算額 収入済 額 収入率

市
15億2，804万 有 873万4，356円
6，230円
財
産

国民健康保険事業 35f.il":3，749万4千円 12f芯6，412万円 35.7" 

公共下水道 事業 13fQ:8，442万6千円 3f.M，363万3千円 24.8 

資同和金地等区貸住付宅事新築業 4mJ，000万4千円 7，423万3干問 18.1 

土地取得 事業 創立8，100万円 3fE3，222iiH円 118.2 

福祉事業センタ一事業 lf:l!:2，572万4千円 6，129万7千円 48.8 

塩田有線放送電話事業 4，068万4千円 1，877万9千円 46.2 

-土 i也 の -建 物 交通災害共済事業 2，578万3千円 2，449万l千円 95.0 

状
l口h、 2十 58億 511万5千円 2 lf.~1 ， 877万6千円 36.5 

137万9，753m2 j兄 22万9，671m2 歳出

和
昭

57 

コ£巳為 計 名 予算額 支出済 額 執行率

国民健康保険事業 35f窓3，749万4千円 12f意7，956万8千円 36.2% 

年

-山 手本
9 

-住 宅月
30 
日

公共下水道卒業 13f.M，442万6千円 3f:li.3，418万2千円 24.1 

同資和金地等区貸住付宅事新築業 41:&.1，000万4千円 1 f.l!:5， 655万l千円 38.2 

土地取得事業 2f窓8，100万円 315万4千円 1.1 

1，691万6，122m2
現
在 敷地 23万1，531m2

福祉卒業センタ一事業 lf芯2，572万4千円 6，062万l千円 48.2 

t孟回有線放送電話卒業 4，068万4千円 1，709万円 42.0 

建物 5万6.644m2 交 通災 害共済事業 2，578万3千円 1，275万l千円 45.5 

よロ込 計 58億 511万5千円 18億6，391万7千円 32.1 

地方債現在高 (昭和57年9月30日現在) 債務負担行為
区 分 一般会計 特別 会計 l口s、 5十 債務負担議決額

昭和57年 3月末現在 124億1，096万6千円 55億 375万9千円 179f意1，472万5千円 実負担額

昭和57年年ま4月月1f末昔日から日召平日 57~9 人白 。 。 。
昭和昭5和7年57年ま4で月9の月1償末日還か日額τ 

2f意4，353万8千円 5，792万2千円 3億 146万円
での 富H

差引現 {f 高 121億6，742万8千円 54f.さ4，583万7千円 176億1，326万5千円 !????高|(t;出
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に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
合
間
に

は
、
私
の
お
願
い
す
る
仕
事
を
気
持
ち

よ
く
引
き
受
け
、

実
行
し
て
く
れ
ま
す
。

今
年
は
老
人
会
の
幹
事
で
も
あ
り
、
大

変
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済
的
に

も
、
か
か
る
負
担
を
わ
か
ち
あ

っ
て
援

助
し
て
く
れ
、
同
居
の
孫
に
も
何
か
と

心
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
す
。

現
在
も
、
我
が
家
の
改
築
工
事
の
一

切
を

一
人
で
行
い
、
私
の
夫
で
あ
る
息

子
が
「
無
理
を
し
ね
で
自
分
の
体
を
見

い
見
い
、

一
年
が
か
り
で
や
る
つ
も
り

で
や

っ
と
く
れ
」
と
言
う
心
配
を
よ
そ

に
、
毎
日
き
び
し
い
仕
事
に
励
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
様
な
男
に
感
謝
を
し
、
夕

食
を
囲
む
時
に
は
、
冷
え
た
ビ

l
ル
と

私
の
心
ば
か
り
の
ご
ち
そ
う
で
、
も
て

な
し
を
し
ま
す
。

話
も
好
き
で
、
姑
(
し
ゅ
う
と
め
)

に刷酬
の叫
耐
4
7
u
ち
か
け
て
、
調
立
閣
制
の
野

い
ま
す
。
体
の
健
康
管
理
も
自
分
で
心

が
け
て
い
る
様
子
で
す
し
、
戦
争
体
験

者
で
も
あ
り
、
ラ
パ
ウ
ル
か
ら
帰
還
し

た
時
に
は
、
マ
ラ
リ
ア
で
苦
し
ん
だ
事

も
あ
る
と
姑
よ
り
聞
い
て
い
ま
す
。

我
が
家
は
、
姑
も
健
在
で
中
二

・
小

五
の
子
供
を
ま
じ
え
六
人
家
族
で
す
。

お
年
寄
り
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
教

こ
ん
な
お
年
寄
り
の

生
き
方
は
す
ば
ら
し
い

ん
有

C
1
J

子
制
広
正t刀五

口
(
坂

我
が
家
の
卯
(
し
ゅ
う
と
)
は
、
大

工
で
す
。
現
在
七
十
二
歳
で
、
七
十
歳

の
年
齢
ま
で
立
派
に
工
場
に
勤
務
し
、

工
場
長
と
し
て
の
任
務
も
全
う
し
、
昨

年
十
二
月
に
退
社
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
感
謝
の
意
味
で
お
祝
い
を

・、
と
思
い
お
に
相
談
し
た
の
で
す
が
、

気
持
ち
だ
け
で
良
い
か
ら
と
言
っ

て
い
た

だ
き
、
取
り
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
で
も
、

何
か
の
機
会
に
し
な
け
れ

ば
と
、
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

退
社
し
て
か
ら
の

日
課
は
、
足
が
弱

く
な
ら
な
い
同
僚
に
と
山
に
行
き
「
と

っ

ニ
レ
を
前
恥
っ
て
き
て
は
宵
艇
に
明
叫
き
、
b
-

えつ広報

閲覧

d
N
 

え
ら
れ
る
事
が
多
い
も
の
で
す
。
良
の

よ
う
に
常
に
前
向
き
に
頭
を
使
い
、
学

ぶ
事
を
忘
れ
な
い
姿
勢
は
、
本
た
ち
の

学
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い

ま
す
。

お
と
し
よ
り
を
た
い
せ
つ
に

宮尾 晃くん
(川辺小・3年)

ぼ
く
は
、
お
と
し
よ
り
が
大
す
き
で

す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
長
い
間

く
ろ
う
し
て
、
ょ
の
中
の
た
め
に
な

っ

て
き
た
人
だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
な
か
に
は
お
と
し
よ

り
を
ば
か
に
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

f < ) 
時

:V、。

おり です。

子
ど
も
で
、
お
と
う
き
ん
や
お
か
あ
さ

ん
の
時
代
を
す
ぎ
て
と
し
よ
り
に
な

っ

た
ん
だ
か
ら
、
た
い
せ
つ
に
し
て
あ
げ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
親
せ
き
の
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
に
、
よ
く
手
紙
を
出
し
ま

す
。
す
る
と
す
ご
く
よ
ろ
こ
ん
で
、
へ

ん
じ
を
く
れ
ま
す
。
ぽ
く
の
方
も
、
す

ご
く
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
ち

ょ
っ
と
の

こ
と
に
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ
る

ん
だ
か
ら
、
み
ん
な
も
は
が
き
や
手
紙

を
出
し
て
あ
げ
る
と
、
お
じ
い
さ
'
ん
や

A
η
h
k
e
H
6
&
札
7
9
lp
、
伽
略
心
凶

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
お
と
し
よ
り
は

一

人
ぼ

っ
ち
の
人
が
多
い

の
で
、
話
あ
い

手
に
な
る
こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
親
せ
き
に
行

っ
て
、
お
じ

い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
に
、
い

ろ
い
ろ

な
お
話
を
し
て
あ
げ
ま
す
。
す
る
と
、

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
普
の

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
ま
す
。
ぼ
く
は
、

お
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

ぼ
く
の
家
に
は
、
お
と
し
よ
り
が
い

な
い
の
で
、
と
き
ど
き
親
せ
き
の
お
ば

あ
さ
ん
の
と
こ
ろ

へ
行
っ
て
遊
ん
で
き

ま
す
。
そ
の
時
、
ご
ち
そ
う
を
し
て
く

れ
る
の
で
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
と
し
よ
り
を
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年末年始のゴミ収集日
年末の特別ゴミ ・危険物収集を次のとおり行います。

12月29日附は、水曜日の収集地区

>12月30日闘は、木曜日 の収集地区

ゴミ ・危険物は、午前8時30分までに集積場所へお出

l(ださい。(塩田・川西地区は午前8時までに )

新年内ゴミ・危険物収集は、 1月4日(刈から平常どお

1行います。
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1) そ

姑

う

と

め

)

に
畑
の
話
を
も
ち
か
け
て
、
翌
朝
の
野

菜
の
消
毒
ま
で
も
-
切
や
っ
て
(
れ
て

そ
れ
な
の
に
、
な
か
に
は
お
と
し
よ

り
を
ば
か
に
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

だ
け
ど
、
む
か
し
は
ぽ
(
た
ち
と
同
じ

ん
だ
か
ら
、
み
ん
な
も
は
が
き
や
手
紙

を
出
し
て
あ
げ
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
の
た
め
に
な
れ
る
と
思
い

年末の

[>12月29

[>12月30

コ

しくださ

新年内

1) ff~ 、ま

第 877号~

国土利用計画法施行令(昭和49年政令第387号)第 9条の規定

による昭和57年地価調査に係る図書を次により 閲覧1こ供します。
閲覧場所・・・上田市役所企画調整課

閲覧日一昭和57年 12月 1日か ら3年聞の各日

(日曜日、祝日、その他市の休日を除 く)

閲覧時間…午前8時30分一正午、午後 1時~同 5時

(土曜 日は正午まで)

※閲覧を希望される人は、係員に申し出てください。

なお、市内の基準地の位置や価格などは次のと おりです。

と:t::._
Cコ

地価調査の関係図書を閲覧

公

fゴえつ一(13)一一一一 昭和57年12月16日 広報

昭和57年地価調査基準地価格表

基準地に

基準地の ついての 基準I也の鉄 基準地に係
1平方メ 基準地 基準1也の

基準地の周辺の土地 基準地の前面
水道、ガ 道その他の る都市計画

基準I也 基準地の所在及ぴ地番
ートル当 のI也h't

基準地の
利用の ス供給施 主要な交通 法その他法

番号 並びに住居表示 形状
現況

の利用の現況 道路の状況
設及ひF下 施備との接 令の制限でたりの価 (財)

格(円) 水道の整 近の状況 主要なLの

備の状況

上回(咋)
上田市常入1丁目1，069番 はLf台形 中規模一般住宅、小工

西4m市道
水道、ガ 上田駅 「都計区J

6 r常入1-15一72J
41，000 330 1 : 1.2 

住宅W-2
場等が混在する住宅地域 ス 2.7km 住居(200)-1 

上田市常讐城6丁目1，426 ほぽ台形 中規模一般住宅が建ち 西5m市道
1/ 
上田駅

(1r50住m.8J呼十0区)J 53，800 359 1/ 

2 番13r常磐城6-8-8J 1 : 1.5 :;!E，;:分譲住宅地域 南側1則道 3.1km 

上田市大字諏訪形字荒神 LUl'台形
住宅W-l

中規模一般住宅ガ散在
東2.5m市道 1/ 

上田駅 「都計区J

3 前535番l外1筆
32，600 382 

1. 5: 1 する地域 2.5km 住居(200)

上田市大字中之条字油田
はぽ正方形 住宅W-2 

農地の中に一般住宅が 東4m市道
1/ 
上田駅

1「(都5住O計専，8区O)」
4 1 827番93

25，500 331 
点在する新興住宅地域 北側側道 2.9km 

上田市大字古里字西ノ手 長方形
1/ 
中規模住宅、庖舗、工 南4m私道

1/ 
上田駅

「都計区」
5 1 75番11

30，100 252 
1 : 1.2 場等が建ち並ぶ地域 背面道路 3.7km 

上田市大字中野字産川25
17，900 330 

台形
1/ 
中規模一般住宅、庖舗

北5m市道 水
道 上回交通塩田

M 
6 番4 1 : 1.5 等が混在する地域 駅 200m

上回市中央西1丁目6，407番2
88，500 659 

はぽ長方形
住宅W-l

中規模一般住宅か建ち
南6m市道

水道、ガ 上田駅 住準「都居防計(火2区0ω」
7 外5筆「中央西1-5-8J 1.2: 1 並，l'高級住毛街 ス 1. 2km 

上田市大字上回字中丘 中規模一般住宅の多L、西6m市道 上田駅 「都計区J

8 1 1，486番10
60，500 501 1/ 住宅W-2

高台の住宅地域 南jHlJIRIJi蓋
1/ 

2km 住居(200)

上田市大字岩下字中島
25，500 544 

はほ長方形
1/ 
一般住宅が建ち並ぶ|日

南5m市道 1/ 
大屋駅 「都計区」

9 1 213番1 1 : 1. 2 街道沿いの住宅地域 1.2km 

上田市大字下堀尻字古屋
31，100 283 

はぽ長方形
1/ 
中規模一般住宅が建ち

北6m市道 1/ 
西上田駅 11 

10 敷297番14 1 : 1. 5 並ぶ住宅地域 近接

上田市大字吉田字古池下
23，000 393 

はぽ長方形
1/ 
中規模一般住宅か散在

東6m市i董 水 道 上田駅 11 
111 341番1 1.2: 1 する地域 5.2km 

一
上回(県) 上回市大字住吉富田

21，600 793 
はぽ長方形

回
周辺が開発されつつあ

北東5m市道 水 道 上田駅 「都計区J
3 -1 591番3 3.5: 1 る宅地見込I也地抜 3.4km 

一上回市中央2丁目4646番6
139，000 293 

はぽ長方形
庖舗W-2

小売庖舗、飲食庖等が 北9m市道 水道、ガス 上田駅 商「都業計(40区0J) 
5 -1 
外4筆「中央2-16-7J 1 : 2 建ち並ぶ商業地域 西側側道 公共下水 900m 副院防火

一
5-2 
上田市中央1丁目5，127番

379，000 143 
はIl'長方形 活舗兼住宅 中層ビル、小売庖舗が

東18m国道
上田駅 商「業都1 十40区oj

4r中央1-1-20J 1 : 1. 5 W-2 建ち並ぶ駅前商庖街
1/ 

130m 
防火 一

5-3 
上回市中央西1丁目3，511

100，000 348 
ほほ長方形

1/ 
官公箸、病院、広告菌等 北15m国道 水道、ガ 上田駅 近「繭都針(30区Ol

番lr中央西1-15-2IJ 1.2: 1 が建ち並ぶ商業地域 西1P.IJlRIj道 ス J.3km 
ポ防ー一火ーーーーーー

7 -1 
上田市天神2丁目番外437

101，000 584 
長方形

I !易 営業所、工場、寸挫 北16m市道 水道、机 上回駅 lい|rd防f¥I針f火t而[ら1 一
番l外l軍「天神2-4-65J 1 : 1.5 毛がi昆在する地域 西jP.IJI則道 公共下水 850m 
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お知らせ環
境
影
響
評
価

えつ

報
~ 
1=1 
主主

案
の
縦
覧

広報

高
速
交
通
対
策
室

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
6
8

日
本
鉄
道
建
設
公
団
の
北
陸
新
幹
線

建
設
に
伴
い
、
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に

つ
い
て
作
成
し
た
「
北
陸
新
幹
線
環
境

彫
響
評
価
報
告
書
案
」
が
縦
覧
で
き
ま

す
。
県
知
事
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
集
約
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ

期
間
:
・
十
二
月
七
日

ωか
ら
昭
和
五

十
八
年
一
月
十

一
目
別
ま
で
の
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
(
日

曜
、
祝
体
日
は
体
み
ま
す
'o

土
曜
日

績浜市の観光宣伝隊ガ、 12月1日上田市
'を訪れ、」二田駅前で横浜市のPRをしまし
;た。宣伝隊には、ミス績浜の2人もおり、
:道行く人に「どうぞミナト ・ヨコハマヘ」
;と観光パンフレツトなどを配りまし芝。

と
こ
ろ
・:
市
役
所
二
階
・
高
速
交
通
対

策
室

そ
の
他
:
・
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

工
業
統
計
調
査
に

御
協
力
を

企
画
調
整
課
統
計
係
官
⑫
4
1
0
0

内
線

6
1
9
・6
2
0

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
工
業
統
計

調
査
」
が
、
本
年
も
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
姿
や
製
造

業
活
動
の
状
況
(
組
織
、
従
業
員
数
、

製
造
口
問
出
荷
額
な
ど
)
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
調
査
の

結
果
は
、
国
民
生
活
の
広
い
分
野
で
活

用
さ
れ
住
み
よ
い
日
本
を
築
く
た
め
に

役
立
て
て
い
ま
す
。
調
査
の
方
法
は

家
庭
奉
仕
員
を

統
計
調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
お
伺

い
し
、
記
入
方
法
な
ど
を
御
説
明
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
と
あ
わ
せ
て
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
調
査
」
「
輸
出

生
産
実
態
調
査
」
及
び
「
長
野
県
工
業

統
計
調
査
」
も
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

該
当
さ
れ
る
事
業
所
の
皆
さ
ん
は
年
末

何
か
と
御
多
忙
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す

が
、
所
期
の
目
的
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ

う
格
段
の
御
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
し

ま
す
。

着
物
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集
一

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
1

l十
九動
歳労
ま青
で少
の年
女ホ
性|

をム
対で
象は

、1動
次〈

O 

B 
組 午 日日
11 ~ I 
昭計四
和十月
五二二
十回十
八て五
年午日
一前の
月 十毎
二時週
十 1火
日 正曜

し
て
い
ま
す
。
希
望
者
は
、
来
館
の
う

え
受
講
料
を
添
、
え
て
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

期
間
:
・

昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
三

月
ま
で
の
毎
週
で
、
水
叫
日
コ
ー

ス

と
木
曜
日
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

定
員
:
・
各
コ
ー
ス
十
二
名

受
講
料
・
:
二
千
円
(
三
か
月
分
)

霊長持
T 委号

室塁i
努言;

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

有
線
②
0
9
0
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

農
家
の
皆
き
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、

毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
作
成
さ
れ

ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
と

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
次
の
こ
と
に
留
意
さ
れ
、
必
ず

期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

申
請
書
の
提
出
は

ー
月
旧
日
開
ま
で
に

1) ，こ

し今農
ま月業

て中警

所属会
定くで
のよは
制う
に申農
正論家
確蓄の

にを皆
旬おき
記配ん

農
業
委
員
会
に
御
提
出
く
だ
さ
い
。

一

月
十
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
ま
せ
ん
と
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
ず
、
選
挙
の

際
に
投
票
が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査
し

た
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
さ
れ

ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
申
請

書
に
基
づ
い
て
二
月
二
十
日
ま
で
に
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
、

二
月
二
十
三
日
か
ら
十
五
日
間
、
選
挙

人
名
簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

も
し
、
名
簿
に
脱
漏
や
誤
載
が
あ
れ

ば
縦
覧
期
間
中
に
選
挙
人
は
異
議
の
申

出
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に
確

定
し
、
そ
の
後
一
年
間
、
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

贈
物
に
「
た
ば
こ
」
を

年
末
年
始
の
贈
物
に
、
贈
っ
て
喜
ば

れ
る
「
た
ば
こ
」
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
お
買
い
に
な
る
た
ば
こ
は
、

た
ば
こ
消
費
税
と
し
て
、
上
田
市
の
貴

重
な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
一
年
間
で
約
四
億
二
千
六
百
万
円

(
昭
和
五
十
六
年
度
実
績
)
が
た
ば
こ

消
費
税
と
し
て
市
の
収
入
に
な
り
、
明

る
く
豊
か
な
街
づ
く
り
の
た
め
に
使
わ

h
H
宇品

1
」

h
~

。

ま
た
、
出
張
や
旅
行
内
肱

7
u、
た
d



同
B

4
4
9句

U
ト
官
・
4
C
J
A
F

に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を
お
配

り
し
ま
す
。
所
定
め
欄
に
正
確
に
御
記

入
の
、
7
、
正
、
来
年
の
~
月
十
日
ま
で
に

J
e
〈
皇
ふ
ん

f
e
a
-
-〈
r
，σ
え
ゲ
に
伺
才

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
張
や
旅
行
め
時
も
、
た
ば

、
、
H
は
た
山
由
門
下
、
層
内
っ
ア
よ
れ
川
ゐ
き
も
主

i
L
t
7
.

....第877

，l時土
i祝Z
4体十
ユ日分
子 liカ2

f休;;
J2五
て蒔

長毛
目 白

第 877号ー

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

管
理
諜
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
人
は

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
日
間
か
ら
一
月

十
九
日
附
ま
で
に
管
理
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
・
:
千
曲
町
、
上
田
原
、
新
屋

の
各
団
地
を
除
く
団
地

家
賃
・
:
千
円
か
ら
二
万
四
千
円
ま
で

入
居
資
格

O
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
勤
め
先
が
あ

る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

O
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
人

O
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
六
十
歳
(
女

性
に
つ
い
て
は
五
十
歳
)
以
上
の
人

な
ど
、
そ
の
他
特
定
の
人

O
収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該
当

す
る
人
(
例
、
給
与
所
得
者
で
扶
養

一
人
の
場
合
、
第
一
種
住
宅
は
年
間

収
入
二
百
十
二
万
二
千
円
以
上
三
百

四
万
一
円
以
下
、
第
二
種
住
宅
は
二

百
十
二
万
一
千
九
百
九
十
九
円
以
下
)

O
単
身
入
居
者
に
つ
い
て
は
、
三

K
以

上
の
住
宅
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
日
時
・
場
所
:
・
昭
和
五
十
八
年
一

月
三
十
一
日
間
午
前
九
時
三
十
分
、

だえつ一一同一一一昭和57年12月16日 広報

通役用
商立さ
産てれ
婁て住
大いみ

臣まよ
かすい
ら。日

任調本
命査を
さの築
れ方く
ま法た
しはめ
た、 lこ

市
役
所
六
階
大
会
議
室

家
庭
奉
仕
員
を

募
集
し
ま
す
ω帰臥繍

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

宮
(
⑫

2
0
2
5

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お

り
家
庭
奉
仕
買
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

資
格
・
:
十
二
月
一
日
現
在
、
三
十
歳

以
上
旬
十
歳
未
満
の
女
性
で
、
上
田

市
民
で
あ
る
人

必
要
書
類
:
・
履
歴
書
、
住
民
票
、
健
康

診
断
書
、
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二

重
封
筒

試
験
日
・
科
目
:
・
昭
和
五
十
八
年
一
月

二
十
日
附
、
一
般
教
養
、
面
接

申
込
先
・
期
限
・
:
昭
和
五
十
八
年
一
月

十
日
間
ま
で
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

与
持
議
ト
ド
ド
!υ
お
仁
む
は
斜
計

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

上
回
ガ
ス
本
社
告
⑫
0
4
5
4
・
原
町

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
宮
⑫
6
8
7
3

0 と教
A 室上
9且きの回
11 受ガ
昭講ス
和者で
五をは
十募
八集次
年 しの
ーまと
月 すお
二。り

十料
五理

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
働
く
二

十
九
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、
次
に

トム

'
H
J
設
備
唱
物
阿
妙
高
付
川
山
動
帆
宏
之
の

A
Z轟
栴
止

7
夕
、
背
革
量
末

日
i
四
月
二
十
五
日
の
毎
週
火
曜

日
(
計
十
二
回
)
、
午
前
十
時
l
正

午

O
B
組

l
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
日

ー
四
月
七
日
の
毎
週
木
曜
日
(
計

十
二
回
)
、
午
前
十
時

i
正
午

O
C
組

l
昭
和
五
十
八
年
一
月
二
十
一

日
i
四
月
十
五
日
の
毎
週
金
曜
日

(
計
十
二
回
)
、
午
後
五
時
三
十
分

l
七
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
回
ガ
ス
原
町
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ

l
二
階
教
室

募
集
人
員
:
・
各
組
二
十
名

料
理
内
容
:
・
和
風
・
西
洋
・
中
国
・
季

節
料
理
、
パ
ン
菓
子
ほ
か

受
講
料
・
:
九
千
円
(
材
料
費
六
千
円
含

む
)

申
込
先
・
期
限
・
:
昭
和
五
十
八
年
一
月

十
五
日
出
ま
で
に
、
上
回
ガ
ス
本
社
・

原
町
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ま
で
わ
ね
申

し
込
み
く
だ
き
い
。
電
話
で
も
け
つ

こ
う
で
す
。

1月の乳幼児健康診査
昭和58年 1月の乳幼児健康診査を下記により行います。
受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。母子健康手帳を
お持ちくださし、。

~三〉、 士易 健診 実施日 対 象 児

4か月児
1月6日 57年8月16日-8月31日生
1月18日 57年9月1日-9月15日生

10か月児
1月7日 57年2月16日-2月28日生
1月19日 57年 3月1日-3月15日生上田市保健セ ンター
1月11日 56年 6月16日-6月30日生1歳6か月児
1月20日 56年 7月1日-7月15日生

3 歳 児
1月14日 54年12月1日-12月15日生
1月21日 54年12月16日-12月31日生

4か月児
1月12日

57年8月16日-9月15日生
塩田母子健康センター 10か月児 57年2月16日一 3月15日生

(塩団地区) l歳6か月児 1月25日 56年5月16日-7月15日生
3歳児

4か月児 57年8月16日-9月15日生
川西社会福祉センター 10か月児 1月13日 57年2月16日-3月15日生

(川西地区) 1歳6か月児 56年6月16日-7月15日生
3歳児



だ H併L157年12片16日一一一一(16)ー

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
制
度
で

グリーンマーク

校
庭
に
苗
木
を

7エアプレーてや選ぶ人・選ばれる人

えつ広報

1月1日

樹
木
の
苗
木
と
交
換
で
き
ま
す
。

こ
れ
が
、
昭
和
五
十
六
年
九
月
に
発

足
し
た
「
グ
リ
ー
ン
マ

l
ク
制
度
」
で
、

通
商
産
業
省
所
管
の
財
団
法
人
古
紙
再

生
促
進
セ
ン
タ
ー
が
出
版
社
や
社
団
法

人
日
本
植
木
協
会
な
ど
と
提
携
し
、
全

国
の
小
・
中
学
校
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
る
苗
木
の
配
布
を
希

望
さ
れ
る
小
・
中
学
校
(
P
T
A
な
ど
)

は
、
財
団
法
人
古
紙
再
生
促
進
セ
ン
タ

ー
-
グ
リ
ー
ン
マ

l
ク
実
行
委
員
会
事

務
局
に
、
は
が
き
な
ど
で
お
申
し
込
み

上
図
の
よ
う
な
、
木
の
形
を
あ
し
ら

っ
た
マ

l
ク
を
御
覧
に
な

っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
小
・
中
学
生
向
け
の

学
習
雑
誌
や
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

ち
り
紙
の
包
装
紙
に
表
示
さ
れ
て
い
ま

す。

こ
の
マ

l
ク
は
「
グ
リ
ー
ン
マ

l
ク」

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
表
示
さ
れ
た
紙
製

品
は
、
古
紙
を
原
料
と
し
て
作
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
小
・
中

学
校
単
位
で
こ
の
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
を

一
定
の
枚
数
集
め
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な

政治家や候補者などが、選挙区内の人に金銭や品物などを寄付

ことは法律で禁止されています。また、私たち有権者も、寄付

ったり、品物を受け取ったりすると法律違反となります。

を守って、きれいな選挙をしましょう。

8号

上田市明るい選挙推進協議会・上田市選挙管理委員会

中国残留日本人孤児が

肉親を捜してし、ます
日本名…徳江

生年月日・・・昭和16年 9月6日 (41歳)

血液型・..B型

と別れたとき・・・

昭和20年 8月(終戦時)

と別れた場所・..

遼寧省鞍山市または八掛湖付近

く
だ
さ
い
。
住
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一T
1
0
4

東
京
都
中
央
区
銀
座
二

丁
目
一
六
番
一
二
号
銀
座
大
塚
ピ

ル

内

「

宮

0
3
1
5
4
3
1
1
4

7
0
)
 

事
務
局
で
は
、
申
し
込
み
を
受
け
る

と
「
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
貼
付
台
帳
」
と

「
グ
リ
ー
ン

7

|
ク
の
て
び
き
」
を
郵

送
し
ま
す
。

な
お
、
グ
リ
ー
ン
マ
ー
ク
掲
載
の
紙

製
品
の
種
類
や
交
換
苗
木
の
種
類
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①右胸上部に直径7-8 mmのアザ(ホクロ)

②左上腕部に種痘の痕跡が縦に 3箇所ー列に並んでい

ます O

Tの他…①鞍山高等女学校正門近くに住んでいました。

②実父は鞍山市の旧昭和製鋼所労務課に勤務していま

した。

③養父呂

④養母楊

%あたりの方は…

連絡先〒444 愛知県岡崎市十王町2丁目 9番地

岡崎市役所福祉部援護助成課宮0564(23)6145

忠周(10年程前に死亡)

桂三
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